
０
０

久 ク月陽黒イヒ     史1ィザ

明 治 文イヒ①   
日ノ目)t)日寺イ九

｀

｀ ■|く 久在 の内 %〉  女β月叩 イヒ考答まろ

こ    ・¥Fれ すすめ― (ネ晟ヌ七al吉 )

t i為嘗1鷲iT,島』陽層t   ,多 寺[― (森 酵島ゲト)

こ    ・ 十」ナくらベー (1帥 ロー葉 )

・毛第 1く ,ち でぁる―(負 曰)軟 拓 )
｀   。一 キこの″ _(る

|‖ 啄未 )

t     。 燿 屁」ミたまふ tし だがた一(与 吉勿′テ晶 子
'

t咆
椰く土キスを:ご |ヒ 〉

ヽ   1868午 Q戌 力乏)資争、フ徳後のイを7増矢 覆五米ヶの場圧

t    l?641 ±tセ と人■t曰 |ヽ 4丁 (方及籍 本還 )か イア″人ろ

けnl句 崖 ジを二象「名7方欠年」t         た2晨 ィぇたちのEて米イ空資ヤ団
t      l?1ろ 午  ″数久令 外資のと(み tZて める(サセ祖こ丈正)がず谷まる

、       営セ・ りみなっくろ中 ごた1澪 業 )

(F十賢 1萎 時 )設 立ので 色書 パ、キ是終て入る

日峰月ィηヤ象粂まえ
、    ばηl符  (G歯 )資争パぢこあ

t    け,1行 (曰伐叩裁 )の 衆残aが、公く欠る
.

18γも午 ノノレマントンち事イ午力ヽおころ

 `   い針1)奔 (大日本予□ )実 ス がヽ登イtく ろ

t   l'10年 協―□希□諷 貧の開会
139午 争 (玲′卜六権 (2スキ芝ザ半り4))の オ有女ノ驚｀

          ( 日
'青
 )軒争

t     igl'午  靖 とこ卜関 ,条 約玄緒スト、三国Tカ
t     11'2年  Q日 攻 ♪鳳霊tヽ6r裂

l

140午 争 (b[発 り¥↑ 争パ、,・ろ
ヽ

|&'午 争
~ゝ     IPlι

毎


